
 

 

 

 

「みんなの学校」始動しました 

前号で紹介した「みんなの学校」の講座が 10 月 14 日から始まりました。記念すべき

第１回「朝市が楽しくなる朝ぷら♪入門」は４年生の授業・親子レクとの合同開催で、

児童を含め 90 名ほど、また翌 15 日の「トレッキング入門」「みんなの学校見学会」は

町外の方を含む 20 名ほどの受講者となりました。 

「みんなの学校見学会」では、「わたしの頃は 1 学級

50 名以上だった」「ICT、外国語、クラブ活動など勉

強内容に驚いた」「こんな学校で勉強できる子どもた

ちがうらやましい」などの声も聞かれました。 

世代を越えてたくさんの方々が本校に集い、学んで

くださることを、この校舎も喜んでいることでしょう。 

 

「児童虐待防止推進月間」 

 11 月が児童虐待防止推進月間であることから、先日の職員会議で児童虐待に対する学

校の役割等について確認しました。 

今後も、家庭・学校・地域が一丸となって子どもたちを見守り、健やかに育んでいき

たいと思います。皆さまの御理解と御協力を心からお願い申し上げます。 

（校長 島﨑徳之） 

学校教育目標 
夢高く 心たくましく 学び合う五小の子 

～ つなぐ ひらく つくる ～ 
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＜虐待の種類＞ 

身体的虐待・性的虐待・ネグレクト（食事を与えない、ひどく不潔にする、車に放置する

など）・心理的虐待（言葉による脅し、無視、きょうだい間での差別的扱い、面前ＤＶな

ど）の４タイプに分類される。 

＜学校の役割＞ 

①虐待の早期発見に努める（努力義務）  ②市町村や児童相談所等へ通告する（義務）  

③関係機関への協力を行う（努力義務）  ④虐待防止のための教育に努める（努力義務） 

子どもを健やかに育むために ～愛の鞭ゼロ作戦～ （厚生労働省ＨＰから） 

  1）子育てに体罰や暴言を使わない 

  2）子どもが親に恐怖を持つと SOS を伝えられない 

  3）爆発寸前のイライラをクールダウン 

  4）親自身が SOSを出そう 

  5）子どもの気持ちと行動を分けて考え、育ちを応援 

子育ての悩みがあるときは、
最寄りの市町村の子育て相
談窓口または児童相談所全
国共通ダイヤル「189」にご
連絡ください。 


